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４月２８日～５月６日 ９連休

１４日 交通安全教室

１５日 誕生会

２４日 鹿屋市保育会参観

70 名ほど来園の予定です。保育を見
ていただきますので、９時までの登園にご

協力ください。

県外からの視察者も続きます。いろんな分

野で活躍している方々に検証していただくこ

とで、保育の質が向上すると考えています。

園長の想い

「虐待」と「しつけ」は紙一重！
私は施設だけで、子どもたちのし
つけはできない！と考えています。
保護者の価値観が多様化しており、
職員や園長の価値観だけで指導はで
きません。当園では必ず保護者と一
緒に、どう対応していくかを相談し
共通実践を心がけます。愛情を持っ
て伝えても、「うるさい！」と発言
する子もいます。ここで感情的にな
ってしまうと、「先生がこわいから
保育園へ行きたくない。」となり、
厳しく指導しすぎでは！との声につ
ながります。特に昨今、福祉施設で
の職員の虐待が話題にされ、職員の
過度な指導は問題提起されます。と
は言え、あきらめているわけではあ
りません。連携して、少しずつの成
長を楽しんでいきましょう。

国際的な幼児教育学会で、つるみねの保育が！
7 月 13 日～ 14 日に、第 20回環太平洋乳幼児教育学会（台湾・台北市）が開

催されます。アメリカ・中国･オーストラリアなど

太平洋を取り巻く国々の幼児教育専門家の学会で

す。昨年度、当園に視察された東京の大学教授が事

例をまとめられ、発表の権利を取得されました。３

年前、韓国と中国では関係者に紹介しましたが、世

界の学会で、「つるみねの保育」が、どう評価され

ることか?！不安でもありますが楽しみが上回りま
すので、台湾へ検証に行く予定です。

←アナログ保育を重視しながらも、デジタルを活用した

プレゼンタイムでの発表力向上やテレビ電話で海外と交

流を深める様子が先進的事例であるという要約文です。

施設紹介 ドローンで空撮

佐賀県のＩＣＴ専門家が７度目の来園 ブログで全国へ発信されました。 ゲストプレゼンの様子 →

つるみね保育園では、「９割のアナログ保育」が充実している中に、子どもたちの将来から逆算し「デジタル」の良さを上手に生

かしておられることを実感します。「プレゼン」は、デジタル保育の象徴的な取り組みです。４歳、５歳の子どもたちが人前に立ち、

自分のことを、自分の言葉で、堂々と発信します。大人だって、なかなかできないことですよね。友達に、自分のことや家族のこ

とを伝え、知ってもらう。この時の子どもたちの、なんとも嬉しそうで誇らしげな表情に、何度視察に行っても毎回感動してしま

います。実践の様子から、「言葉の充実」「人と人の繋がりの充実」「発信する力の充実」を感じます。数十年後、社会で活躍するためには、 自分の言葉で考えを

伝え、仲間と共に行動するチカラは不可欠です。その原動力を育む環境や機会が提供されています。デジタルだけではなく、五感を使って遊び、畑を耕して作っ

た作物を食べるなどの食育にも取り組み、生音の演奏に囲まれて歌うなど、9 割のアナログ保育の充実ぶりにも、毎回驚かされます。安心、安全への細やかな配

慮にも、学ぶべき部分が多々あります。視察に行かれた際は、デジタル保育だけではなく、アナログ保育や、園の取り組み全体の充実ぶりも、ぜひご覧になって

ください。以前の園舎も、大自然に囲まれ素敵な環境でした。新しい園舎は、さらに安心・安全な環境で、園児の好奇心をくすぐる仕掛けや、映像や音響も素晴

らしく、デジタル保育を実践されるアトムの部屋もスケールアップしていました。素晴らしい保育環境と、子どもたちを暖かく支えておられる先生方。子どもた

ちが、自分らしくのびのびと育ち合い、学び合う姿をたくさん見ることができました。 つるみね保育園の「デジタル保育」に出会ったのは、2014 年 3 月の事で

す。その時に受けた衝撃。「たった 1台の iPadで、こんなにも豊かな学びを提供できるなんて！」あの日から、幼稚園・保育園での ICT活用をサポートすること

は、私の生涯を捧げるべきミッションとなりました。その時と変わらぬ、素晴らしい保育を続けておられることは、私たちの活動の道しるべとなっています。新

園舎移転と、新学期のお忙しい中、先生方に感謝申し上げます。 そして沢山声をかけてくれた(英語の質問も多数！）子どもたち、本当にありがとう。田中康平
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やさしく かしこく たくましく

平成３１年４月２５日 担当：福田佳奈

中村 冴桜
２ ５ ． ５ ． ５

谷口 芽玖
２ ５ ． ５ ． ９

瀬崎 瑛大
２６．５．３

谷口 蒼羽
３０．５．２２

須田 優杏
３０．５．３１

過ごしやすい季節となりました。もうすぐ、園庭も整備され、外

遊びを楽しめるようになるはずです。新年度が始まり、早くも１ヶ

月。子どもたちは少しずつ環境の変化に慣れて、元気いっぱいの保

育園生活です。今年のゴールデンウィークは９連休です。怪我や事

故等に気を付け、楽しんでお過ごし下さい。

１歳児は次号に掲載します。


